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背  景 

 「長州黒かしわ」専用飼料は、飼料価格を抑えるため、県内で入手可能なは

だか麦、籾米、大豆及び米ぬか等の自給飼料を配合している。このため、「長

州黒かしわ」専用飼料の大豆配合率を上昇させた場合の生産性等を検証する必

要がある。しかし、生大豆は蛋白質の分解を抑制するトリプシンインヒビター

（TI）を含み、失活には熱処理が必要である。飼料中の TI 活性が「長州黒か

しわ」の生産性に与える影響は明らかになっておらず、熱処理の必要性は不明

である。  

また、飼料高騰対策として、現在飼料として利用されていない大豆の茎莢や

磯焼け防止のために駆除されるウニ等の未利用資源の有効活用が求められてい

る。 

 

目  的 

・大豆子実多給が「長州黒かしわ」の生産性に与える影響の検証  

・大豆茎莢、ウニ殻の配合が「長州黒かしわ」の生産性に与える影響の検証  

・大豆の TI 活性の違いが「長州黒かしわ」の生産性に与える影響の検証  

 

成  果 

１ 大豆子実多給及びウニ殻配合飼料の「長州黒かしわ」増体成績への影響 

大豆子実の配合割合を高め、大豆茎莢やウニ殻を配合した飼料は、現行の

「長州黒かしわ」専用飼料と同等の増体成績を示す（表１）。  

２ 大豆多給による「長州黒かしわ」歩留まり及び肉質成績への影響の検証  

 「長州黒かしわ」において、大豆多給飼料は、現行の「長州黒かしわ」専

用飼料と同等の歩留まり成績を示す（表２）。また、胸肉、もも肉の肉質成

績（加熱損失、剪断力価）に有意差は認められず（表３）、大豆多給による

歩留まり・肉質への影響はない。  

３ TI 失活熱処理の検証  

 TI 失活熱処理の有無により、「長州黒かしわ」の増体性及び飼料要求率

に有意差は認められない（表４）。また、TI 活性のある大豆を含む大豆多

給飼料は、出荷週齢の長い雌において、飼料中の粗蛋白質（ CP）が高いブロ

イラー専用飼料と同等の増体成績を示す（表５）。「長州黒かしわ」におい

て、飼料効率の改善を目的とした、飼料製造過程における熱処理は必要な

い。 
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表１ 大豆の配合率の違いによる４週齢から出荷週齢までの生産性の比較 

 

表２ 大豆の配合率の違いによる歩留まり成績の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 大豆の配合率の違いによる肉質成績（加熱損失、剪断力価）の比較 

 

表４ 大豆の TI 活性の違いによる増体性、飼料要求率の比較 

 

表５ 雌における高 CP 飼料と大豆多給飼料（TI 活性あり）の生産性の比較 

 


